
第２章 人口の展望  

 

我が国の総人口は、2008年の１億2,808万人をピークに減少局面に入り、2020年の人

口は１億2,615万人となっています。このような中、国においては、2019年12月に「まち・

ひと・しごと創生長期ビジョン」を改訂し、2060年に約１億人の人口を確保する将来展

望を維持するとしたところです。 

本県の人口についても、2000年の299万人を頂点として、2015年は292万人、2020年は

287万人と減少を続けています。2011年の東日本大震災以降、少子高齢化に伴う自然減の

増大に加え、大幅な社会減が生じていましたが、近年では、東京圏からの人の流れに変

化が生じ、2016年に社会増に転じ、2020年は1,309人の社会増となるなど、明るい兆しが

見えております。 

しかし、年々拡大を続ける自然減により、全体として年間１万３千人を超える人口減

少が続いているなど、依然として厳しい状況にあります。 

【人口増減の推移】 

 

 

 

 

 

 

なお、本県では、2015年10月に「茨城県人口ビジョン」を策定し、合計特殊出生率が

国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」と同様の水準まで上昇することを基本に、

移動率がUIJターンや地元就職の希望を満たした水準まで上昇した場合の人口の将来展

望を示しておりますが、これによれば、2020年の本県の人口の推計値は287万人程度であ

り、本県の実人口は将来展望の推計値と同水準で推移していることが分かります。 

本県の人口の将来展望について、推計にあたっての基本的考え方は変更せずに、推計

の基準となる実人口などの数値を最新の数値に置き換えるなどにより再計算した結果、

若い世代の経済的安定を図るなど住民の結婚・出産・子育てに関する希望を満たすため

の施策とともに、企業誘致による働く場の確保など本県へのUIJターンや地元就職の希

望を満たすための施策を講じることにより、本県の人口は、2030年には275万人程度にな

るものと見込まれます。さらに、2050年には255万人程度となり、2018年3月に国立社会

保障・人口問題研究所が推計した方法に準拠した将来人口推計の213万人を42万人程度

上回ることが見込まれます。 
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【茨城県の人口の実績と見通し】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【人口構成の見通し】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：2020年以前は「国勢調査」、2025年以降は県計画推進課推計値 
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